






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































３）M.  P.  McNa i r,  “S ign i f i c an t  T r ends  and 
Development in the Postwar Period” in A. B. 
Smith, ed., Competitive Distribution in a Free 
High-Level Economy and Its Implications for the 
University, 1958, pp17-18を参照。
４）S.C. Hollander, “Notes on the Retail Accordion” 
Journal of Retailing, vol.42,Summer, 1966, pp29-40 
を参照。
５）アメリカ流通業研究に詳しい徳永豊氏の小売機
関モデルにかんする解説を参考にした（徳永豊
『アメリカの流通業の歴史に学ぶ』中央経済社，
図４　業態同質化の２つの道筋
（前方） （後方）
所得低下・消費力不足
構造改革＝雇用破壊
「買い手優位」
業態の偏在・混在 川下優位にルール変更
業態同質化
消費スタイル・購買行動
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1990年）。
６）徳永豊氏はこれらの理論仮説を総評して，「アメ
リカの主要な小売営業形態のイノベーションの
足跡を辿るとき，そこに共通した現象は，その
時代時代において，常に過去において部分的に
実証された考え方やコンセプト，あるいはオペ
レーション技術を巧みに組み合わせ，そしてそ
の時代の消費者のニーズや欲求に照らし合わせ，
革新的な小売業として差別優位性を追求してい
る」とまとめられている（同上，231ページ）。
７）「革新的経営技術を体現するものとして現実的に
登場してくる小売業は業態店と呼ばれる。革新
的経営技術は，つねにというわけではないが，
しばしば商品取扱い技術の臨界点を動揺させる。
このとき，既存の業種の壁を超える店舗が登場
する」（石原，前掲書，191ページ）。
８）商品価格と消費者の購買行動の範囲にかんして
は次のような指摘がある。「取引費用が無視でき
るときには，消費者は例えば最も低い価格を求
めて無限の市場を駆けめぐることが期待される。
しかし，取引費用が必要だとなればそうはいか
ない」（同上，108ページ）。
９）価格志向が強まった「需要構造の変化に対応す
るために，これまで供給主導で構築されてきた
我が国の流通システムが，小売業による自律的
な商品調達，価格設定等，需要サイドに主導権
がシフトしている」（通商産業省『21世紀に向け
た流通ビジョン』通商産業省調査会出版部，
1995年，５ページ）。
10）上原征彦「流通政策の適応性と課題」石原武政・
加藤司編著『シリーズ流通体系 第５巻 日本の流
通政策』中央経済社，2009年，241ページ。
11）同上，242ページ。
（2011年２月４日掲載決定）
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